
平成１４年４月１２日

各    位

株式会社 ＵＦＪホールディングス

コード番号 ８３０７

｢平成１４年３月期の財務内容｣の公表について

　当社の子会社である株式会社UFJ銀行及びUFJ信託銀行株式会社が、

金融庁に対して提出いたしました｢平成１４年３月期の財務内容｣を、本日

公表いたします。

　なお、本資料は３月２９日に発表した当社の連結業績予想を修正するも

のではありません。

以　　　上



株式会社UFJ銀行

主要な財務内容・経営指標

（単位：億円・％）

平成１４年３月期

　業務純益 4,900    

　実質業務純益 （※） 4,900    

　経常利益（△は経常損失） △5,500    

　当期純利益（△は当期純損失） △2,850    

　不良債権処分損 （※） △10,650    

　自己資本比率 10％台半ば    

　うちＴｉｅｒ１比率 5％台前半    

　その他有価証券評価差額 2,000    

　うち株式にかかるもの 1,900    

　うち益 5,100    

　うち損 △3,200    

　その他有価証券減損処理額 △1,200    

（※）旧東海銀行分を含めると計数は次のようになります。
　　実質業務純益 約５８４０億円
　　不良債権処分損 約１兆７５００億円



UFJ信託銀行株式会社

主要な財務内容・経営指標

（単位：億円・％）

平成１４年３月期

　業務純益 300    

　実質業務純益 1,200    

　経常利益（△は経常損失） △1,950    

　当期純利益（△は当期純損失） △1,250    

　不良債権処分損 △2,050    

　自己資本比率（国内基準） 9％台半ば    

　うちＴｉｅｒ１比率 6％台半ば    

　その他有価証券評価差額 △1,100    

　うち株式にかかるもの △850    

　うち益 300    

　うち損 △1,150    

　その他有価証券減損処理額 △1,150    

《ご参考》

　自己資本比率（国際基準） 10％程度    

　うちＴｉｅｒ１比率 6％台半ば    



 
当行は投資家の皆様、お客さまなどに対するスピーディな情報公開を目的として、ホームページ上にニュース

リリースを掲載しております。 

なお、本ニュースリリースには証券取引法第１６６条に定められた重要事実に当たる情報が含まれる可能性が

あります。重要事実を含むニュースリリースをご覧になられた方が、その重要事実が証券取引法施行令の規定

に従い公開された後１２時間以内に、ＵＦＪホールディングスの株式などの売買等を行なった場合、いわゆる

インサイダー取引規制違反として、証券取引法の規定に接触するおそれがありますのでご注意ください。 


